
広島県立安芸府中高等学校

最後に，広島県立安芸府中高等学校の取組を紹介します。



安芸府中高校は，広島県安芸郡府中町にある，550名以上の生徒が通う大規模校です。校舎からは
新幹線の往来やマツダスタジアムに加えて，天気の良い日には宮島までも見渡すことができます。
平成３年度には普通科に加えて，「国際科」が設置されました。



グローバル化が急速に進展する地域社会・国際社会に貢献し，その持続的な平和と発展に寄与
することができる人材の育成を目指しており，安芸府中高校の特色の一つとなっています。
そんな安芸府中高校の人間関係づくりの取組を紹介します。



新しく入学してきた１年生に対して
２年生が作成したメッセージボード
です。１年生が登校する前に各ク
ラスに掲示しておきます。

貼られているたくさんの付箋には
２年生からのメッセージが書かれ
ています。

安芸府中高校では，毎年，在校生から新入生や卒業生にメッセージを送っています。４月には新入生
の入学をお祝いするために，２年生がメッセージボードを作りました。一人一人が新入生へのお祝い
の言葉を付箋に書き，ボードに貼っています。そして，新入生が初めて登校する日の朝に，各クラス
の後ろの黒板に掲示しておき，教室に入ってきた新入生を驚かせる工夫をしています。



３月には卒業していく３年生に対して，お祝いと感謝の気持ちを込めて，２年生がメッセージボード
を作りました。これも先ほどと同じように，一人一人が卒業していく先輩へのお祝いとお礼の言葉を
付箋に書き，ボードに貼っています。卒業式の日の朝，３年生が登校する前に，各クラスの後ろに
掲示しておきます。



在校生から卒業する３年生に
向けたメッセージ

在校生から

新入生に向けた
メッセージ

実際に書かれているメッセージの一部です。新入生に向けては，これから始まる学校生活への
期待が，卒業生に向けては，卒業後の活躍を願うメッセージなどが書かれています。



制作の様子

各クラスが制作したパネルは生徒会通信にも掲載して，全校生徒が見られるようにしています。
学年をこえて，学校全体で仲間づくりが進むよう取り組んでいます。コロナ禍で様々な活動が思
うようにできない状況がある中でも，生徒同士の交流を図っています。



また，今年７月11日に国際科の生徒が，英語の授業の一環として，オンラインを使って佐々木禎子さん
の生涯を描いた英語紙芝居をインドネシアとフィリピンの中学生と高校生に上演しました。
インドネシアからは中学生約100名，フィリピンからは高校生25名が参加し，生徒たちの熱演に見入って
いました。また当日は，佐々木禎子さんの兄である佐々木雅弘さんも参加してくださり，原爆投下後の
復興の様子を海外の生徒たちに話してくださいました。



今年の８月６日には，地元の府中中学校と府中緑ヶ丘中学校の生徒の協力を得て，この英語紙芝居を
平和公園で行われた平和記念式典の会場でも上演しました。多くの方に参加していただき，紙芝居を
聴いていただくことができました。



ご清聴ありがとうございました。

安芸府中高校では，国際科設置の特色を生かしながら，今後も情報発信に積極的に取り組み，
より多くの人々とのつながりを大切にしていきます。
以上で，安芸府中高校の取組の紹介を終わります。ご清聴，ありがとうございました。


